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実運航中の速⼒・燃料消費量

主機／ガバナー作動モードの考慮

波による抵抗⾵による抵抗

Excel 上で動作します

(4) 耐航性能の評価
(5) ⾵、⾵波、うねりを組み合わせた海象を任意に⼊⼒計算可能

･･･ブイやレーダーで計測した⽅向スペクトラムの⼊⼒も可能
(6) ⾵⼒アシスト船（帆・ローター）の運航性能評価が可能
(7) EEDIweather,Ɖƚの算定が可能
(8) EEDIの最低推進出⼒適合性の判定が可能
(9) 海上試運転での波・⾵外⼒の算定が可能

(1) 波浪中の抵抗増加及び定常横⼒・回頭モーメント、⾃航要素の算定
･･･⽔槽試験を組み⼊れた⾼精度な計算

（⽔槽試験データベースを利用し、個船データを用いた計算も可能）

(3) 燃料消費量の算定
･･･主機作動制限に加え、ガバナー作動モード

（回転数⼀定、フューエルインデックス制限、出⼒⼀定、船速⼀定）を考慮

(2) ⾵圧⼒の算定･･･⾵洞試験データを基にした回帰式 

※

波浪中抵抗増加の周波数応答の出⼒例(波向別)

スラミング発生率の推定



レベル１、またはレベル２評価で最低推進出⼒ガイドラインに合格するかを判定すると
ともに、定量的な評価が可能です。波浪中抵抗増加の評価には、海技研法が利⽤可能です。

レベル１ 最低出力ラインによる評価(2015年改正に対応) レベル２ 簡易評価

海上試運転での波風修正

ITTC法, ISO法に従い、海技研法による波・⾵の⼒を算定することが可能です。

※⽇本海事協会殿の速⼒試験解析ソフトPrimeShip-GREEN/ProSTAのファイル⼊⼒に対応しています。

船体形状・船体性能推定により、VESTAの⼊⼒データ作成をサポートします。          

（１）横断⾯情報・船型係数(簡易推定*  完成図書ベース）
（２）プロペラ単独特性(チャートベース  プロペラ設計ベース*)
（３）上部構造物パラメータ*

（４）平⽔中抵抗・⾃航要素(実船データ*  簡易推定)
（５）波浪中⾃航要素パラメータ*

(１) 主要⽬などの必要最⼩限の⼊⼒により、船体データ及び性能データを簡易的に推定。
(２) 実運航状態（喫⽔・トリム）に合わせた断⾯データ・船型係数・上部構造物パラメータを作成。
(３) ⾃航要素は回帰式等により推定し、平⽔中抵抗性能は実船データから逆算また簡易的に推定。

UNITASの特徴

EEDI最低推進出力適合性の判定

UNITAS計算機能

上部構造物パラメータの計算⼊⼒例 上部構造物パラメータ（A T ,A L）推定の

推定値 推定値

実際の値実際の値

検証

船体形状・船体性能推定プログラム（UNITAS）

⼀部機能（*）をEAGLEにも実装
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VESTA 

UNITAS 
EAGLE

ソフトウェアの販売
OS︓Microsoft Windows 10/11 (32ビット/64ビット)
本体︓USBポートを装備したパーソナルコンピュータ

ソフトウェア︓Microsoft EXCEL 2016/2019/2021(32ビット/64ビット)

<必要な環境>

ご購⼊を希望される⽅は、⽒名、連絡先（所属、住所、電話番号、Emailアドレス）、
ライセンス数を下記にご連絡ください。

販売価格 1ライセンス 550,000円（税込）
※バージョン4までのライセンスをお持ちの場合、差額(110,000円 (税込) )でアップデートが可能です。
販売価格 1ライセンス 275,000円（税込）
販売価格 1ライセンス 330,000円（税込）

EAGLEの特徴 （1）実船データに基づき、平⽔中抵抗曲線・燃費率曲線を算定
（2）船種、船⻑、船幅、喫⽔、排⽔量等の情報から、船体形状を推定
（3）⾃航要素、プロペラ単独特性を簡易推定
（4）VESTAで読み込み可能な形式で計算結果を出⼒

実船モニタリングデータ⼊⼒(上)と実船データから平⽔中データを抽出した例(下)

実船モニタリングデータ解析・船体形状及び性能推定プログラム（EAGLE)

船体形状・性能の簡易推定に実船モニタリングデータを組合せ、VESTAの⼊⼒データ作成をサポートします。

絶対風速
主機回転数

船速 有義波高
主機出力

プログラムの検証

実船モニタリング（SIMS）とVESTA計算との⽐較により、
荒天時のフューエルインデックス制限の作動による⼤きな
速⼒低下、燃料消費量の変化を検証

1⽇当たり燃料消費量速⼒低下量

VESTAの実海域性能推定法は、国内外の⽔槽試験機関との試験⽐較、実船計測での検証を通じ、
(1)⼗分な精度 (2)ロバスト性 (3)信頼性 を確認しています。

⽇本郵船－MTI－海技研での共同研究により実海域の
船舶性能評価技術の⾼度化を⽬的に実施。

北太平洋航路⼤型コンテナ船
実船計測での検証
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